
オンラインUV照射熱分解GC/MS測定システムの概略図

光ファイバー

He or Air

スプリット出口

He/Air切替用の
迅速圧力安定装置

分離カラム

横穴カップ
( H : 8 mm, 4 mm 

id ) 
( 2穴; 1φ )

試料

石英熱分解管

UV光

揮発性生成物

光ファイバー

石英ファイバー保護管

MS

UV照射装置
( Xeアークランプ

；Hgを含む）

液体窒素

4 mm

パイロライザー

He / Air

技術概要
　縦型加熱炉熱分解装置を用いる熱分解ガスク
ロマトグラフィー /質量分析法 (GC/MS) シス
テムをベースに、キセノンランプを光源とする
マイクロ紫外線 (UV) 照射装置を組み合わせた、
オンラインUV照射熱分解GC/MS 測定システ
ムを開発し、高分子材料の劣化挙動解析に成功
しました。

背景・従来技術
　有機高分子材料は、光・熱・水分などの様々
な外的要因により、その使用における時間の経
過とともに、色調の変化や強度の低下など、物
理的・化学的特性が容易に劣化します。この様
な材料劣化の解析評価は通常長時間 ( 数週間～
数年 ) を要することが少なくありません。

特徴
　本システムでは、任意の温度・雰囲気下で光
照射により生じた揮発性劣化生成物をオンライ
ンでGC/MS 分析できることに加え、照射後の
残留物を熱分解分析することも可能です。こう
して得られた情報を総合して、従来の劣化評価
試験法では得難い、高分子試料の詳細な劣化解
析を迅速に実現できる可能性を秘めています。

実用化イメージ
　本システムは高分子材料の劣化挙動評価に加
えて、光触媒による有機物分解反応の解析にも
有効です。また、高分子材料のキャラクタリゼー
ションの新たな手法として今後広く活用される
ことが期待されます。
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・熱分解クロマトグラフ
・ガスクロマトグラフ
・キャピラリー電気クロマトグラフ
・液体クロマトグラフ
・質量分析計
・キャピラリー電気泳動

・高分子材料の微細化学構造解析
・高分子材料の劣化・分解挙動解析
・高分子材料中の添加剤分析
・高分子材料の新規解析手法開発
・高分子の安定化・難燃化

共同研究を希望するテーマ利用可能な設備・装置

　産業の最前線における生きた課題で、かつその成果を広く社会に還元できる共同研究を行いたいと考
えています。

研究者から企業へのメッセージ
企業への提案

高分子材料の劣化挙動解析　
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